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試験の特徴

試験内容

超ハイテン材の打抜き性、及び打抜き材の機械特性(曲げ性、疲労特性等）を評価します

超ハイテン材の打抜き性評価

Cat.No 3E8J-038-00-190326

● 超ハイテン材を直線打抜き加工し、打抜き材を評価いたします。

・TS：2GPaクラスの超ハイテン材を評価します。

・打ち抜き時のクリアランス調整が可能です。

・矩形の打抜き材を作成し、曲げ性など機械特性を評価します。

・ダイを種々の材質で作成し打抜き端面を観察することで、金型の評価をおこないます。

●打抜き加工の概要

・200㎜までの直線打抜きが可能です。
・打抜きクリアランス：0.05～0.4㎜（0.05㎜ピッチ）で調整可能です。
※ご要望に応じて対応いたします。

・打抜きレーキ角0°です。
・試料の送り長さを変更することで
ご要望に応じた矩形サンプルを作成できます。

●打抜き荷重

測定事例

●鋼板の打抜き断面評価（亀裂、バリ高さ）

●打抜き材の機械特性評価（曲げ性、疲労特性）

●打抜き材の遅れ破壊特性評価

●金型耐久性評価

打抜き金型
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打抜き長さ：150㎜の場合
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※2.0GPaを超える超ハイテン材の打抜きについては、ご相談ください。




